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朴　憲郁
学長
後援会名誉会長

神の不思議な御業を見上げて
　昨年4月に私は山梨英和学院の院長に就任し、今年4月からは山梨英和大学の学長を兼任するこ
とになりました。昨年度も今年度もコロナ禍にあって後援会の理事会・総会の開催が中止となり、後
援会会員の皆様に直接ご挨拶を述べる機会を逸して残念に思います。それに代わって、今号「かけは
し」の紙面をお借りして、大学の教学と運営を背後から支える皆さまに、心からご挨拶と感謝の言葉
をお伝えします。
　最初に短く自己紹介をします。私は、日本プロテスタント・キリスト教会に仕える聖職者を養成す
る神学部神学科という単科の東京神学大学・大学院で２４年間教授を務め、同時に牧師を長く兼務
して、在日大韓基督教会と日本基督教団の教会に仕えてまいりました。欧米で培われた伝統と幅の
ある神学領域の中でも、私は新約聖書神学と実践神学/キリスト教教育の分野で研究し、アジア伝
道論も講じて、教育と諸職務に携わりました。しかし大学の組織運営・経営面で全面的に責務を負う
経験は、実は昨年からですので、本学の歴史と様子を把握しつつ、理事や教職員の方々の助言をいた
だき、一歩ずつ職務を推し進めているところです。
　一昨年創立130周年を記念した山梨英和学院は、その翌年に祝賀ムードを一変させる事態に陥
り、学校のみでなく国内外のすべての人が、予期せぬCOVID-19感染拡大の脅威に晒されました。そ
の脅威は今も続いています。山梨英和大学は昨年度3月末に、菊野一雄前任学長が早急に「緊急対策
本部」を設置し、一時キャンパス閉鎖を経て、5月から学生への自修環境整備補助金の支給、教学の
崩壊を阻止してGoogle ClassroomやGoogle Meetを駆使した遠隔授業が実施されました。20名
以内の受講者の授業（ゼミ・語学を含む）は対面授業を実施して現在に至っています。今年4月から
は、週一回のチャペルアワーの対面礼拝をグリンバンクホールで実施していますが、多くの学生が集
い、教職員もそれに加わっています。on line授業の卓越性は確かに今後も生かされますが、学生たち
は感染への細心の注意を払いつつも、対面で集い学び語り賛美することを切に願っているようです。
　新型コロナウイルスワクチン職域接種を開始する政府の発表を受けて、山梨英和学院は、山梨大
学のご協力により山梨大学甲府キャンパスの会場で、大学生と、学院の全教職員及びその家族を対
象としたワクチン接種を7月上旬と下旬の二回に分けて実施しました。希望接種した学生は在学生の
半数でした。
　一年間を通じて教職員が一丸となって困難を乗り越える努力により、2020年度卒業生の90％が
就職することができ、また今年度の新入学生は定員を大幅に超えて194名でした。不思議なこの成
果を見つめる時、私たちは本学院の今年度聖句を思い越します。「見よ、新しいことをわたしは行う。
今や、それは芽生えている」（イザヤ書43章19節）。
　2022年度は山梨英和短期大学開学５6年、短大から４年制の山梨英和大学に改組転換してちょ
うど開学20周年を迎えます。後援会も同じく設立20年目を迎えます。この機会を捉えて今春、私が
大学の会議に提案したプロジェクトチームが設置され、いよいよ開学20周年記念事業委員会によ
る一大記念事業の企画が始まりました。一大記念事業と申したのは、莫大な費用を要するからです。
その内容は、大学における記念事業の意義と目的を打ち出すことに始まり、ソフト面では、記念特別
講演会、記念論集（紀要特集号）、歴史編纂・資料収録、配布用パンフレット作成と記念行事があり、
ハード面では、緊急を要する教育環境整備の一環として、横根町の短大新学舎献堂後25年を経過し
た建物の全面的改修と学生会館建替および建学の精神を具現化するチャペル建設がありますが、
その場合に、新時代に対応する情報技術機器を備えたAVシステム教室/集会室の新整備と障がい
者を配慮したユニバーサルデザインも当然求められるでありましょう。
　学生を送り出してくださる後援会の皆様には、これらのことを祈りに覚えて、お支え下さいますよ
うお願い申し上げます。

飯島 正敏
後援会長

主に任せよ
　1年延期となった夏季オリンピック大会が閉幕しました。私達日本人にとっては、戦後復興の証し
となった前回の東京オリンピックから数十年。東日本大震災から10年の節目に行うこととなった大
会でした。
　世界中に感染症が蔓延する中での開催となりましたが、日の丸を背負い日頃の鍛錬や努力の成
果を発揮してくれた日本人選手の皆様方の活躍に、毎日勇気をいただくことができたような気がし
ます。また海外から参加してくださった選手の皆様も、不便を強いられ、不安とも戦いながらの競技
参加となりましたが、自国のプライド、自身の輝きを精一杯表現してくださいました。
　「平和の祭典」と表されるオリンピック競技大会ですが、紛争や民族対立などの勃発中の開催は
あったものの、今回の東京大会のように世界的に感染症が蔓延する渦中で行われたことはきっと初
めてでしょう。賛否の声がありましたが、この大会に懸けて準備をしてきた選手の皆様にとっては晴
れ舞台となり、私達もその姿に感動をいただきました。
　「いったいこの先どうなってしまうのだろう」
　私だけでなく、今のこの状況を憂いながら毎日を過ごさなければならない日々が延々と続くよう
な不安に強いられ、時に気持ちが暗雲の中を彷徨うような重たいものとなってしまう方も少なから
ずいらっしゃると思います。日々の報道で医療の逼迫や悲しい出来事が流れる度、さらに悲しみが
深くなっていきます。本当に神様は私たちのそばにいてくださるのだろうか、という疑念すら浮かび
ます。そんな時、ふと浮かぶメロディがあります。
　　「主に任せよ汝が身を　主は喜び助けまさん　悩みは強くとも　御恵には勝つを得じ
　　 誠なる主の手に　ただ任せよ汝が身を」　　　　　　　　　　　　　（讃美歌291番2節）
　またこの聖句も湧き上がってきます。
　　「あなたが経験した試練はみな、人の知らないものではありません。神は真実な方です。
       あなた方を耐えられない試練にあわせるようなことはなさいません。
       むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の道も備えていてくださいます。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コリントの信徒への手紙－10章13節）
　人類の歴史の中には様々な災害や疫病の流行がありました。その度に多くの人が苦しみ、悲しみ
に暮れていました。しかし、そのような過去の積み重ねの上に現在があり、私達は今、活かされてい
るのも事実です。長い地球の歴史から見ればほんの数秒にしかならないのかもしれません。たまた
ま私達はその数秒の中に生きる機会を与えられたのかもしれません。その立場を憂慮することも、
受け入れることも、私次第なのだ、ということです。
　毎日を苦いものとしてやり過ごすのか、前を向き笑顔で送るのか、それを決めるのも私自身だ、と
いうことです。
　神様は私達が乗り越えられない試練は与えない、むしろ脱出の道を備えてくださる、という言葉
に尽きるのかもしれません。今後さらに感染症の研究が進み、治療薬の製造が始まり、必要な方の
元へ届けられるようになれば事態は好転していくでしょう。決して無責任に楽観視しているのではな
く、私の身を「主に任せた」のです。
　神様はどんな時も私たちの祈りを喜んで聞いて下さいます。またそれぞれ祈りに対しての答えも必
ず下さいます。
　感染症の流行から2年目の夏がもうすぐ終わろうとしていることを糸蜻蛉が告げ始めました。日々
の暮らしを丁寧に、焦ることなく、神様が備えてくださる「脱出の道」が見出せるのを心待ちにしたい
と思います。
　どうか皆様もご自愛くださり、送る毎日を笑顔と輝きを持ってお過ごしください。
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本学におけるキリスト教教育について

宗教主任　洪　伊杓真の光と塩になる大学

　『すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を

説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたではないか」と語り合った。そして、時を移さず出発して、エルサレムに

戻ってみると、十一人とその仲間が集まって、本当に主は復活して、シモンに現れたと言っていた。』(ルカによる福音書24章

31～34節)

　今年の授業は、キリスト教の暦では「復活第４週目」から始まりました。４月４日がイースター、すなわちイエス・キリストの復

活日として守られ、十字架上での死に打ち勝ったイエスと共に過ごす期間でした。冒頭の聖書箇所は、復活したイエスが弟子

たちの前に現れた瞬間です。主イエスであることに気づかなかった弟子たちは、イエスがパンを取り、祝福されてはじめて目

が開かれ、驚きました。復活したイエスに気づいた時、彼らは「わたしたちの心は燃えていたではないか」と告白しています。

このセリフを聞くと、私の頭には練炭をテーマとした「あなたに問う」という詩が思い浮かびます。

　「練炭の灰をむやみに足で蹴るな！お前はだれかに一度でも熱い人であったか?自分の体をすべて燃やし、部屋を暖かくし

てくれるあの練炭の灰を、だれがむやみに足で蹴ることが出来るのか？自分の命をすべて捨て、今は白い『かす』だけ残って

いるあの練炭の灰を、だれがむやみに足で蹴ることができるか?私はだれかに対して本当に熱い人だったのか?」

　石油の時代になって練炭はあまり見なくなりましたが、私が子供の時には練炭ボイラーで部屋を温めていました。自らを

燃やし、暖かい熱気と光を生み出す練炭のように生きたことがあるかと問う詩です。私たちを救うためこの世に来られた神が

私たちに伝えるメッセージのように聞こえます。

　イエスはマタイによる福音書５章で「あなたたちはこの世の光であり、塩である」とおっしゃいました。しかし、それは単純な

「光と塩」ではありません。詩に登場した練炭のように「熱い光」にならなければなりません。復活したイエスと再会し、「心が燃

えていた」と告白した弟子たちは、その後ヨーロッパに福音を宣べ伝える使徒になり、人生を燃やしました。また彼らの後裔た

ちは修道院を作り、それが近世における大学の発祥になりました。本学で学ぶ学生一人一人も、人生における奉仕と献身と

いう情熱を見つけることが出来るようにと願います。

　またイエスは「塩に塩気がなくなれば、もはや、何の役にも立たない」とおっしゃいます。海は3.5％の塩分が溶けているた

め腐りません。言い換えれば、96.5％の海水は、3.5％の犠牲のおかげで生きる

海になります。旧約聖書のソドムとゴモラも義人、すなわち正しい神の人が十名

いなかったので滅亡しました。レオナルド・ダ・ヴィンチは、イエスと弟子たちの

最後の晩餐という作品で、イエスを裏切った弟子ユダが塩の器を溢しているよ

うに描きました。塩の味を失った弟子という意味でしょう。イエス・キリストが『自

分自身の内に塩を持ちなさい。そして､互いに平和に過ごしなさい』(マルコによ

る福音書9章50節)と語ったのは、私たちの心が塩の味を失わないようにと願っ

ていたからです。

　私たちは普通の「光と塩」ではなく、この世を暖かく照らす「真の光」、そしてこ

の世を腐敗させないようにする味を守っている「真の塩」にならなければなりま

せん。新型ウイルス事態の中で、この世は暗闇に溢れています。しかし、皆さん一

人一人が「真の光と塩」になる時、この世には希望があると信じます。本学は、丘

の上にある小さな燭台のように、また広い海の3％程度の塩のような小さな学

校かもしれません。しかし、一人一人の学生がここで尊い真理を学び、実践する

ことによって「真の光と塩」になるのです。
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さらに多様化する学びのスタイル

　山梨英和大学が持つ学部は人間文化学部というただ一つです。この学部には大きく分けて3つの領域（サイコロジカル・

サービス【心理学】、グローバル・スタディーズ【言語・文化】、メディア・サイエンス【情報】）があり、学生は領域に設置された

科目を自身の進路や興味に応じて選択することができます。入学以前から学びたいことが明確だった人、入学時点では学び

たいものがぼんやりしていた人、入学してからの１年間の学びでやりたいことが変わった人、学生は様々です。人間文化学部

ではいずれのタイプであっても学びを続けることができます。これは本学の大きな強みと言えます。そしてこの学部の教員

の専門分野は非常に多岐にわたります。幅広い教養と人間力を磨くための基本的なスキルをベースに、専門とする学問を深

められる環境にあります。開学以降、「先生とも気軽に話ができる」環境は評価をいただいてきました。

　しかしこの状況を一変させたのが、新型コロナウイルスの猛威です。学生は大学で授業を受けることもままならなくなり、

「先生と気軽に話す」ことが難しくなってきました。2021年度はゼミなどの少人数授業を対面で、大人数の授業をオンライン

で受講する形をとっています。ただし対面授業であっても体調がすぐれない場合、通学に支障がある場合や対面で授業を受

けることに不安がある場合などはオンラインで受講できるような配慮も合わせて行っています。学生ごとに時間割は異なり

ますので、例えばすべての授業を自宅で受ける日もあれば、対面授業のある日に大学に来て他のオンライン授業も含めて受

講するなどその判断は学生自身が行うこととなります。保護者の皆様におかれましても、お子様が大学にほとんど行かずに

自宅で授業を受けていることに様々な思いをお持ちではないかと思います。学生の反応も様々です。オンライン授業では授

業内でも自習するのと変わらないと不満を持つ人もいれば、自身の時間を有効に使える（特に遠方から通学している学生）と

肯定的にとらえている人もいます。

　厳しい状況ではありますが、学びを止めてはいけません。幸いにも本学はオンライン授業を行うための環境はもともと整

えてありましたので、導入は比較的スムーズでした。あとはいかに効果的なオンライン授業をするかの工夫が教員を中心に

求められています。本学では全教員で試行錯誤をくり返し、研修を通して質を高める取り組みも行っています。日本はICTを

活用した教育が遅れていると言われますが、皮肉にもこの状況がICTを活用した教育を加速させることになりました。個人的

な意見ではありますが、コロナが収束してからも対面とオンラインを併用しながら授業を進めていくやり方は今後の標準に

なるのではないかと考えます。

　この原稿を書いている間にも感染状況は広がっており、山梨県にもまん延防止等重点措置が適用されることになりまし

た。本学でも職域接種を実施しましたが、もしかしたら後期は前期よりも警戒のレベルを上げた授業運営になるかもしれませ

ん。

　今後もこのような状況が続けば、大学に行くことがほとんどないまま卒業を迎えるという学生も出てくるかもしれません。

それでも大学で学ぶことの意味、大学生活で得られるものはしっかりとあると思います。学生自身がそれらを自分の言葉で

語れるよう、私たちはこれからも真摯に取り組んでまいります。

教務部

教務部長　難波  道弘
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　これまで数年にわたって学生への各種サービスを担ってきた学生サービス部が廃止され、授業以外の各種手続き等を担

当する学生部が発足してから早いもので１年が経過し、２年目に入りました。その間、2020年度当初のクローズ宣言に始ま

り、大学では幾度も対策やガイドラインを見直しながら、より良いサービスの提供に取り組んできましたし、学生部もその一

翼を担ってきました。

　学生部はまず新型コロナウイルス感染症拡大と向き合う中で、大学での学生生活についてどのような対応を取るのかと

いう課題に取り組んできました。大学生活ではサークル活動をはじめとして、様々な活動が行われます。これらの活動をどの

ようにして実施していくのかという問題は、実際のところ非常に困難な課題です。学生部では感染症拡大の可能性を最小限

度に抑えることを最優先で考えつつ、その範囲の中で安全な活動を実施できるよう、関係各組織や個人と連携を図りなが

ら、最大限度の努力を重ねてきました。その結果として、本学では運動系のサークル活動を含む各種サークル活動を再開し

つつも、これまで学内でのクラスター感染を封じ込め続けています。

　その一方で、せっかく大学に入学したのに、大学生活を満喫できていないという思いを持っている学生も少なからずいる

と思われますし、「可能な限り大学という学びの場で交友関係を広げてほしい」という思いは教職員側にもあります。そこで、

それぞれの活動実態に応じて、体育館などの学内施設が利用できるよう、感染拡大防止のためのガイドラインを設けなが

ら、利用可能な範囲を拡大してきました。さらに、開催するとしても非常に限定的な形にはなりますが、後期の紅楓祭開催に

向けた準備も進んでいます。東京都を始めとする多くの都道府県で7月の半ば以降に感染拡大が急速に進み、デルタ株な

ど、新たな変異種が感染を広げているという現実もある中で、「感染拡大を防止する」ことと、「これまで通りの学生生活を送

る」ということはなかなか両立が困難な課題です。学生部では、この困難な課題に、学生の代表とも協力しながら、今後とも

取り組んでいきたいと考えています。

　現在、学生部で取り組んでいるもう一つの大きなテーマが、様々な業務の効率化を目的とした見直し作業です。例えば、学

生部では学生生活アンケートというアンケートを行って、学生の皆さんがどのような生活をしているのか、そして大学につい

てどのようなイメージを持っているのかといった点についての把握に努めています。このアンケート結果はウェブサイトで公

開されると共に、業務の改善に役立てられています。しかし、山梨英和大学では多様な学生が学んでいるわけですし、寄せら

れる様々な要望の中には矛盾するものもあり、また安全を考えると全てに応えることは困難でもあります。

　非常に多くの情報を吟味する中でどのような課題を大学側が見出し、そしてどのように対応しているのかという点につい

て、学生により良く伝えていくにはどうしたら良いのだろうか。学生部ではこのような問題意識を基盤において、様々な部署

と協力しながら、より良い山梨英和大学を目指した模索を続けています。大学をより良い学びの場所としていくためには、学

生と大学側が十分なコミュニケーションをとりながら、協力していく関係を築き上げていく必要があります。その意味でも、

学生との対話を増やしていけたらと考えています。

　こういった課題は学生部単独では対応し切れるものではありません。そこ

で、大学という組織内での連携を強化しつつ、本学で学ぶ学生の誰もが、少し

でも安心して満足のいく学生生活を送ることが可能になるよう、今後とも努め

ていきたいと考えています。

学生部長　　山本  明歩より充実した学生生活のために

学生部

軽音部による新入生向け交流イベント
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学生との対話を増やしていけたらと考えています。

　こういった課題は学生部単独では対応し切れるものではありません。そこ

で、大学という組織内での連携を強化しつつ、本学で学ぶ学生の誰もが、少し

でも安心して満足のいく学生生活を送ることが可能になるよう、今後とも努め

ていきたいと考えています。

学生部長　　山本  明歩より充実した学生生活のために

学生部

軽音部による新入生向け交流イベント

図1　オンライン合同説明会の様子 図2　今年度の進路関係のGoogle Classroomの一覧

進路部長　佐柳  信男進路部による進路選択の支援の状況
　本年度から進路部長を拝命いたしました。私の専門の発達心理学では、青年期は人生で何をやりたいかを決めるために模索する
発達段階だとされています。「やりたいこと」の中で「できること」が何かを吟味しながら、自分らしい生き方を見つけていきます。模
索する中でさまざまな苦労や困難に直面し、挫折を味わうこともあるでしょう。大学における進路支援の役割は、学生たちの模索に
寄り添いながら、本人が納得できる進路選択ができるようにサポートすることだと考えています。
　進路部は昨年度より独立した部門となり、より手厚く学生を支援できる体制が整いつつあります。人数を増やしただけでなく、よ
り専門的なノウハウを持つキャリア・コンサルタントも加え、質・量ともに体制を強化しました。今年度は5名の事務担当者がさまざ
まな活動を通して学生の「人生の模索」をサポートしています。今年は、従来行ってきた4年生に対する就職活動の支援に加え、下級
生に対するサポートの充実や、より多様な進路への対応の充実を目指して活動を展開しています。以下にその概要をご紹介します。

就職活動の現状
　以前から就職活動が厳しい状況は続いており、昨年度はコロナ禍で就職活動の多くがオンラインに移行するなど形態も激変しま
した。そのような中でも、本学の2021年3月卒業学生の内定率は90.9%と、全国平均と同程度の水準を達成しました。厳しい状況
の中でも、特に10月以降も学生が諦めずに頑張った成果が出たと進路部では評価しています。（当時私は担当ではありませんでし
たが、学生が挫けずにそこまで頑張れたのは進路部のスタッフが寄り添ってサポートした影響も大いにあると考えています。）
　現在進行中の2022年3月卒業予定者の就職活動もほとんどがオンラインで展開されています（図1）。全国的な採用動向は
2021年と比較して概ね好調です。コロナ禍の影響で観光、サービス、飲食など顕著に採用を減らしている業種もあるものの、全体
として求人数はさほど減少していません。ただし、よい人材を確保すれば求人を満たさなくてもよいという企業も多いように見え、
採用基準が下がっていないため学生にとっては実質的に選考が厳しくなっているという実感があります。このため、進路部では学生
に対する履歴書や面接対策などの指導・支援を強化しています。この原稿を執筆しているのは8月下旬ですが、感染拡大によって状
況が悪化する懸念もあり、その場合のさらなる対策強化も検討中です。

2022年3月卒業生への進路支援の状況
　卒業予定の4年生の希望者には全員個別面談を実施しており、累積の面談回数は8月第3週の時点で376回にのぼります。面談
は双方向会議システムGoogle Meet（グーグル・ミート）が中心ですが、来室して対面で行っている場合も多くあります。初回の面
談では本人の希望を聞き取って方向性の絞り込みをサポートし、その後も就職活動についての助言、面接や履歴書などの具体的な
対策の指導を行うなどしています。これに加え、個別に電話での相談も行っています。
　学生がリモート授業に慣れてきたことを活かし、授業で使われているGoogle Classroom（グーグル・クラスルーム）を利用して
就職説明会や支援講座の実施についてなど、学生に有用な情報をタイムリーに提供しています。今年度は「進路総合」の
Classroomに加え、「一般企業」「公務員＋民間企業教養講座」「進学」などと希望進路ごとにClassroomを設置してきめ細かい情
報提供を心がけています（図2）。
　進学希望者に対しては、希望する分野の教員と連携する体制の強化を図っており、その他にも多様な進路を希望する学生もいる
ので、当該学生のアドバイザーや学生相談室との連携強化を進めています。
　3年生以下の進路支援にも注力
　厳しい就職活動の状況が続く中、早い段階から模索を始め、時間を取って自らの希望や適性と向き合って考えることが大事です。
進学等、他の進路を希望する学生にも同じことがいえます。進路部ではそのような機会をより多く提供しようと3年生以下に対する
支援も拡充しています。
　3年生の希望者に対する進路ガイダンスは前期に15回実施し、逐次Classroomで情報を共有してMeetで説明会を行なったほ
か、リアルタイムで参加できない希望者には録画を配信しました。後期も引き続き定期的なガイダンスを提供します。3年生に対し
ても希望者には全員面談を行っており、8月第3週までに累積で69回の面談が行われています。さらに、7月10日（土）には3年生の
保護者向けの説明会をオンライン（Meet）で行い、42名が参加しました。
　今年度は特に3年生以下のインターンシップを拡充して力を入れています。進路の模索では、授業などで得られる知識に加え、実
際に経験することによって考えが進むことが多くあります。今年度は民間企業21社と2つの公共団体に69名の学生を受け入れて
いただきました。まん延防止等重点対策の適用により、急遽日程を変更したりオンラインに変更したりするなど、柔軟に対応してく
ださった企業・団体の皆さまに心より感謝いたします。
　さらに、前期に2年生の「展開ゼミ」と1年生の「基礎ゼミ」でも進路オリエンテーションを行い、卒業後の人生について考えること
を促しました。

おわりに
　進路部が独立した部門になって2年目、私たちも「よりよい支援」のあり方について「模索」しているといえます。助言や要望があり
ましたら忌憚なくご意見をお寄せいただければ幸いです。進路部員一同、学生本人が納得できる進路選択ができるよう、これからも
精一杯力を尽くしていきます。

進路部
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現状と新たな展開の可能性―学生サークルLIKEへの期待―

　山梨英和大学附属図書館は、学生や院生、教職員、そして地域社会の方々、
利用者それぞれが、講義のための予習・復習などの自主学習、ゼミの授業にお
ける研究発表の予行演習、試験の時期には課題レポート作成のための文献調
査、ゼミのグループ討議、併設のメイプルカレッジの講座など、自分の目的を
果たすべく集っていました。静粛さが求められる図書館ですから、もちろん、大
きな声を上げて騒いでいた訳ではありませんが、静かな熱気と活気（エネル
ギー）に溢れたパワースポットとして、賑わっていたことは誰もが認めるところ
です。
　一昨年から始まった、ＣＯVＩＤ-19によるパンデミックは、現段階でも終息の
見通しは立っていません。図書館においても、絶対に感染者やクラスターを出
さないことを至上命題として、感染の契機になる三密を回避するために必要
不可欠な館内の環境整備を行いました。利用者に関しては、社会貢献のため
に広く一般の方々に公開するのが、地域に根ざした地方図書館の重要な役割
の一つですが、不特定多数の方々が利用することで、感染の危険性が高まる
ことを危惧して、誠に申し訳ないのですが利用をお断りすることにしました。
　現在、図書館利用は、教職員と学生・院生に限り、入館にあたっては、利用者
に不便を強いることになっていますが、手指の消毒とマスク着用の周知徹底
はもちろんのこと、入退館時間などの記入を課して、万が一の場合、濃厚接触
者の有無などを即座に確認できる態勢を整えて、日々、気を引き締めて開館しています。
　その成果もあり、４月から７月にかけて、今年度の新入学生全員と昨年度コロナトラブルに直撃されて、前期の対面授業や
入学式を含めた諸行事をほとんど体験できなくて、大学にどこかしっくりと馴染んでいなかった二年生全員を対象とした、図
書館主催の利用のためのゼミごとの個別オリエンテーションは、何事もなく無事に行うことができました。コロナ禍の徹底し
た利用制限下で、往事の賑わいがない閑散とした館内の様子に、一抹の寂しさを感じますが、大学図書館の果たすべき本来
の役割である、学問と調査や研究や教育のための書籍（文献資料）の貸し出しや収集・整理、閲覧、レファレンスサービスな
ど、様々な基本的業務は滞ることなく粛々と継続的に行っています。この状況下だからこそ、ネットワークが整備された情報
環境を活用した、オンライン機能で代用可能な部分の業務では、学生や院生にしっかり寄り添い、学習・研究のための支援を
全力で行っています。
　現在、本館に関わる特筆すべきことは、学生恊働サークルLIKEの存在です。本や読書、図書館や書店が好きな学生や、司書
課程の資格を取って図書館司書を目指している学生たちが集まっています。活動内容は多岐にわたっていて、遠隔授業の経
験を生かしたオンライン読書会の開催、学外のビブリオバトルへの参加、オリジナルキャラクターをデザインしたブックカバー
や栞の作成、書店での学生目線で選書するブックハンティング、今週のお薦め本の館内掲示のポップ作成、山梨市立図書館、
甲州市立勝沼図書館との連携による企画展示やイベントの開催、図書館壁面への名言やイラストのフリーライティング。今秋

には、山梨県で開催される全国図書館大会山梨大会での活動報告発表、図書館
のプローモーションビデオの作成、県内の書店での展示共催の企画、フリー
ペーパーの発行など、本や読書、図書館に関わる様々なアイデアを実現するた
めに、主体的・積極的に活動しています。
　司書とLIKEの学生が一緒になり、より良い図書館を目指して一生懸命に取り
組んでいます。今後、書店や公共図書館の企画展示やイベント、新聞やテレビの
記事やニュースで、LIKEの名前を見聞きすることがあると思います。山梨英和
大学後援会の皆様には、LIKEの学生たちの今後の活動に興味・関心を持って頂
き、是非、絶大なる図書館ともども御支援のほど宜しくお願いいたします。

6月開催 ブックハンティング（ジュンク堂書店）の様子

甲州市立勝沼図書館連携イベント打合せ

8～9月実施 山梨市立図書館連携展示

ともに手を差し伸べて
　チャペルセンターは2021年度、「あなたがたは、現にそう
しているように、励まし合い、お互いの向上に心がけなさい」
（テサロニケの信徒への手紙Ⅰ｠5章11節）という聖句のも
と、「ともに過ごす友に手を差し伸べる」という年間標語を掲
げ、諸活動を実施しています。
　およそ1年ぶりにグリンバンクホールに集い、2021年度前
期始業礼拝を対面で行い、朴学長のメッセージを聞き、恵み
のときを分かち合いました。30名ほどが集められ、オンライ
ン参加は100名を越えました。以後週一度、水曜日に対面と
オンライン配信でチャペルアワーを守り、金曜日にチャペル
メッセージを全学に配信しています。建学以来大切に守られ
てきたチャペルアワーを継続できる喜びを感じながら前期
を過ごしました。
　学生活動は、聖歌隊・グリーンチャペルクワイアの練習を
再開し、5月のキリスト教教育週間の礼拝では6名で奉唱し
ました。この夏には山梨英和の歴史に深い関係のある甲府
教会で半日修養会やクリスマス礼拝に向けて練習を行い、教
会の礼拝と聖歌隊の結びつきについて学びます。ボランティ
アサークルThe Peace Fellowsの50名は、フードバンク山
梨や山梨ダルクの支援など、例年の活動に加え、学内でコン
タクトレンズケースの回収をはじめました。空ケースのリサイ

クルを行うことでCO2排出量を削減するという環境問題へ
の取り組みだけでなく、視力障害の方の視力回復や角膜移
植を待つ方とドナーの架け橋の役目を担っているアイバン
ク協会の支援にも繋がります。SDGsに関心を持つ学生た
ちの発案が学内で浸透していくことを願っています。その他
にも甲府YWCAや山梨YMCAとの繋がりも与えられ、自主
サークルの活動も活発に行われています。
　学生がその若い力を、助けを必要としている方々や事柄
に注ぐこと、そうした経験や人との出会いからそれぞれが何
かを学ぶこと、それは建学
の精神、「愛人・自修」を世に
表すことではないでしょう
か。学生が手を差し伸べる
「ともに過ごす友」が、大学
の友だけでなく、地域社会
や、さらにはこの世界でとも
に過ごしている人たちにま
で広がっていくことを祈り
ながら、キリスト教精神に
基づく奉仕を続けていきた
いと思います。

宗教主事　大久保  絹

チャペルセンター

　保健室では、「安心して過ごせる環境衛生作り」を目指し、
学生や教職員の意見を取り入れながら学内の環境衛生を整
えています。本学では既に多くの感染防止対策を実施してい
ますが、昨年度のかけはし発行以降には、学内の利用可能な
全ての場所にアルコールスプレーと使い捨てペーパータオル
を設置しました。利用後は各自で消毒をすることになってお
り、次の学生が安心して利用できるよう協力をお願いしてい
ます。今年度は対面授業が増え来学する学生が増えたこと
から、利用を制限していた休憩場所を一部開放する等、少し
でも快適な学生生活を過ごせるよう感染症対策も状況に応
じて見直しをしています。本学の感染症対策については、大
学ウェブサイト「新型コロナウイルス感染症に関する山梨英
和大学の対応について【特設ページ】」にてご覧いただけま
す。学生や教職員の感染予防対策への理解と協力があって
こそ、安全で安心した環境衛生が整うことを痛感しておりま
す。日頃の感染症対策へのご理解とご協力に心より感謝申
し上げます。
　さて、学生の様子ですが、昨年度は遠隔授業など試行錯誤
の毎日で非常に緊張の高い日々を過ごしていたのではない
かと思います。学生の姿も対面授業以外ではほとんど見られ

ず静かな学内でし
た。今年度は中庭
でパソコンを開く
姿や屋外で昼食を
取る姿が見られま
した。また、体育館
で運動し汗を流す
姿も見ることがで
きました。生涯で心身ともに充実し健康であると思われる学
生時代を様々な制限があるコロナ禍の中、柔軟に対応してい
る学生たちを非常に頼もしく思います。
　しかし、一方で健康支援が必要な学生も少なくありませ
ん。対面授業の際、保健室に来室する学生もいますが、より
気軽に相談ができるようメール、Google Meetを中心に相
談体制を整えています。出来る限り学生に寄り添える保健室
でありたいと思いますので相談等ございましたら、遠慮なく
ご連絡いただければと思います。
　まだまだ先の見えない状況が続きますが、ご家庭におか
れましても、ワクチン接種の有無に関わらず改めて感染拡大
防止対策の徹底をお願いできれば幸いです。

より安心できる環境衛生を目指して 保健師　雨宮  加奈

開放的な中庭で勉強する学生

フードバンク山梨の支援に携わる
The Peace Fellowsの学生たち
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の役割である、学問と調査や研究や教育のための書籍（文献資料）の貸し出しや収集・整理、閲覧、レファレンスサービスな
ど、様々な基本的業務は滞ることなく粛々と継続的に行っています。この状況下だからこそ、ネットワークが整備された情報
環境を活用した、オンライン機能で代用可能な部分の業務では、学生や院生にしっかり寄り添い、学習・研究のための支援を
全力で行っています。
　現在、本館に関わる特筆すべきことは、学生恊働サークルLIKEの存在です。本や読書、図書館や書店が好きな学生や、司書
課程の資格を取って図書館司書を目指している学生たちが集まっています。活動内容は多岐にわたっていて、遠隔授業の経
験を生かしたオンライン読書会の開催、学外のビブリオバトルへの参加、オリジナルキャラクターをデザインしたブックカバー
や栞の作成、書店での学生目線で選書するブックハンティング、今週のお薦め本の館内掲示のポップ作成、山梨市立図書館、
甲州市立勝沼図書館との連携による企画展示やイベントの開催、図書館壁面への名言やイラストのフリーライティング。今秋

には、山梨県で開催される全国図書館大会山梨大会での活動報告発表、図書館
のプローモーションビデオの作成、県内の書店での展示共催の企画、フリー
ペーパーの発行など、本や読書、図書館に関わる様々なアイデアを実現するた
めに、主体的・積極的に活動しています。
　司書とLIKEの学生が一緒になり、より良い図書館を目指して一生懸命に取り
組んでいます。今後、書店や公共図書館の企画展示やイベント、新聞やテレビの
記事やニュースで、LIKEの名前を見聞きすることがあると思います。山梨英和
大学後援会の皆様には、LIKEの学生たちの今後の活動に興味・関心を持って頂
き、是非、絶大なる図書館ともども御支援のほど宜しくお願いいたします。

6月開催 ブックハンティング（ジュンク堂書店）の様子

甲州市立勝沼図書館連携イベント打合せ

8～9月実施 山梨市立図書館連携展示

ともに手を差し伸べて
　チャペルセンターは2021年度、「あなたがたは、現にそう
しているように、励まし合い、お互いの向上に心がけなさい」
（テサロニケの信徒への手紙Ⅰ｠5章11節）という聖句のも
と、「ともに過ごす友に手を差し伸べる」という年間標語を掲
げ、諸活動を実施しています。
　およそ1年ぶりにグリンバンクホールに集い、2021年度前
期始業礼拝を対面で行い、朴学長のメッセージを聞き、恵み
のときを分かち合いました。30名ほどが集められ、オンライ
ン参加は100名を越えました。以後週一度、水曜日に対面と
オンライン配信でチャペルアワーを守り、金曜日にチャペル
メッセージを全学に配信しています。建学以来大切に守られ
てきたチャペルアワーを継続できる喜びを感じながら前期
を過ごしました。
　学生活動は、聖歌隊・グリーンチャペルクワイアの練習を
再開し、5月のキリスト教教育週間の礼拝では6名で奉唱し
ました。この夏には山梨英和の歴史に深い関係のある甲府
教会で半日修養会やクリスマス礼拝に向けて練習を行い、教
会の礼拝と聖歌隊の結びつきについて学びます。ボランティ
アサークルThe Peace Fellowsの50名は、フードバンク山
梨や山梨ダルクの支援など、例年の活動に加え、学内でコン
タクトレンズケースの回収をはじめました。空ケースのリサイ

クルを行うことでCO2排出量を削減するという環境問題へ
の取り組みだけでなく、視力障害の方の視力回復や角膜移
植を待つ方とドナーの架け橋の役目を担っているアイバン
ク協会の支援にも繋がります。SDGsに関心を持つ学生た
ちの発案が学内で浸透していくことを願っています。その他
にも甲府YWCAや山梨YMCAとの繋がりも与えられ、自主
サークルの活動も活発に行われています。
　学生がその若い力を、助けを必要としている方々や事柄
に注ぐこと、そうした経験や人との出会いからそれぞれが何
かを学ぶこと、それは建学
の精神、「愛人・自修」を世に
表すことではないでしょう
か。学生が手を差し伸べる
「ともに過ごす友」が、大学
の友だけでなく、地域社会
や、さらにはこの世界でとも
に過ごしている人たちにま
で広がっていくことを祈り
ながら、キリスト教精神に
基づく奉仕を続けていきた
いと思います。

宗教主事　大久保  絹

チャペルセンター

　保健室では、「安心して過ごせる環境衛生作り」を目指し、
学生や教職員の意見を取り入れながら学内の環境衛生を整
えています。本学では既に多くの感染防止対策を実施してい
ますが、昨年度のかけはし発行以降には、学内の利用可能な
全ての場所にアルコールスプレーと使い捨てペーパータオル
を設置しました。利用後は各自で消毒をすることになってお
り、次の学生が安心して利用できるよう協力をお願いしてい
ます。今年度は対面授業が増え来学する学生が増えたこと
から、利用を制限していた休憩場所を一部開放する等、少し
でも快適な学生生活を過ごせるよう感染症対策も状況に応
じて見直しをしています。本学の感染症対策については、大
学ウェブサイト「新型コロナウイルス感染症に関する山梨英
和大学の対応について【特設ページ】」にてご覧いただけま
す。学生や教職員の感染予防対策への理解と協力があって
こそ、安全で安心した環境衛生が整うことを痛感しておりま
す。日頃の感染症対策へのご理解とご協力に心より感謝申
し上げます。
　さて、学生の様子ですが、昨年度は遠隔授業など試行錯誤
の毎日で非常に緊張の高い日々を過ごしていたのではない
かと思います。学生の姿も対面授業以外ではほとんど見られ

ず静かな学内でし
た。今年度は中庭
でパソコンを開く
姿や屋外で昼食を
取る姿が見られま
した。また、体育館
で運動し汗を流す
姿も見ることがで
きました。生涯で心身ともに充実し健康であると思われる学
生時代を様々な制限があるコロナ禍の中、柔軟に対応してい
る学生たちを非常に頼もしく思います。
　しかし、一方で健康支援が必要な学生も少なくありませ
ん。対面授業の際、保健室に来室する学生もいますが、より
気軽に相談ができるようメール、Google Meetを中心に相
談体制を整えています。出来る限り学生に寄り添える保健室
でありたいと思いますので相談等ございましたら、遠慮なく
ご連絡いただければと思います。
　まだまだ先の見えない状況が続きますが、ご家庭におか
れましても、ワクチン接種の有無に関わらず改めて感染拡大
防止対策の徹底をお願いできれば幸いです。

より安心できる環境衛生を目指して 保健師　雨宮  加奈

開放的な中庭で勉強する学生

フードバンク山梨の支援に携わる
The Peace Fellowsの学生たち
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学生たちが関わり合う場をつくる
　今年度前期、相談室は多くの1年生と出会い、2、3、4年生
と再会しました。
　そのひとつは、有志の学生たちと取り組んだピア・サポー
ト活動を通じてでした。昨年度のコロナ禍で一番の影響を受
けたのは入学したばかりの1年生と3年次編入生でした。自分
たちの経験を今年度入ってくる学生たちに役立ててほしい、
学生生活らしい活動がしたいという思いから、2年生から院
生まで12名のピア・サポーターたちが相談室の呼びかけに
応じてくれました。3度の研修を経た彼らは、4月早々に相談
ブースを学内とオンライン上に設け、学生ならではの視点で、
学生生活を新しく始めたばかりの学生たちの様々な相談に
乗ってくれました。新しい環境に戸惑う新入生は先輩と話し
ている内に笑顔になり、ピアサポ学生は後輩と話すことで自
分がやって来たことの手応えを実感するという、学生同士が
支え合い刺激し合うことのできる活動でした。
　もうひとつは、相談室が基礎ゼミと展開ゼミの全てのクラ
スでグループワークの時間を持つことができたことです。こ

のプログラムは本学が長年取り組んできた、教育の一環とし
ての学生相談実践です。相談室を実際に訪れて肌で様子を
感じてもらったり、ゼミ全体で楽しめるようなレクゲームを
したりという例年の内容に加えて、今年度は3、4人で近況を
分かち合ったりお互いをねぎらうワークを盛り込みました。
学生たちからは「友だちと雑談ができて楽しかった」「大変
なのは自分だけがじゃないと思った」「大学に入って初めて
プレゼント（言葉による）をもらった 笑」「困ったときは相談
に行きます」といった感想が寄せられました。
　これらの活動のおかげもあって、今期の相談室の利用は
平年並に戻りつつあります。相談室では年間を通じて対面
でもオンラインでもご相談が可能です。4名のカウンセラー
がお待ちしています。学生は
もちろん保護者のみなさま
もこちらのQRコードからお
気軽にご連絡ください。

主任カウンセラー　設樂 友崇

学生相談室

　この４月に山梨英和大学に
着任いたしました。出身は長
野県の長野市ですが、東京、
長野、新潟、山梨、台湾などを
行ったり来たり数年単位の移
動が絶えずにおりました。それ
でも、山梨県に住んで通算９
年を超え、今や私の大切な故
郷となりつつあります。おいし
い果物や野菜、美しい景色、適度に都会に近い距離。（夏は
ちょっと暑いけれど）この地で教鞭をとれること、本当に感
謝しております。
　私の専門は日本語教育ですが、言語とはとても奥深い
ものです。普段何気なく使っている日本語も、「外国語とし
ての日本語」として見ると、まったく違う側面が見えてきま
す。私のゼミでは、留学生からの質問に日本人学生が「ひえ
～日本語って面倒くさい！」と音を上げることも。それでも
諦めないで、知っている“はず”の日本語を分析していく。
留学生も日本語を駆使し、自国語での表現を紹介する。多
言語で比較して、日本語の輪郭をとらえる。白熱したり、考
え込んだり、様々です。山梨英和大学は日本の地方都市に
ありますが、教室では国際的・多角的・多様な発見に満ち
溢れています。

専任講師（特任）　三井 さや花

新任教員紹介

　私は大学と大学院修士課程
の計６年間を山梨英和で学
び、心理臨床活動や博士課程
における研究活動を経て、こ
の４月に赴任しました。今、
キャンパスの並木道を歩き、
虫に食まれた緑葉から差し込
む光が私の腕にレースの影を
つくるのを見つめながら、母
校で教えることの喜びをひしひしと実感しています。
　私の専門は発達精神病理学です。子どもの精神病理の
発現に関わるさまざまな要因を検討し、予防や介入に有用
な知見を獲得することを目指しています。特に、持続的に
子どもに逆境を提供してしまうおそれのある、ヤングケア
ラー問題とその解決のために研究をすすめています。
　新型コロナウイルスの蔓延により、私達を取り巻く世界
は大きく様変わりし、人々の生活や価値観もたいへんに揺
らいでいます。このような状況にあっても、学生たちがそれ
ぞれに学びを深め、豊かな未来を創造することに向かって
課題を解決する力を身に付けられるよう、役割を果たして
ゆく所存でございます。学生たちに対して、教員として、そ
して同窓の先輩として、私自身の取り組みの姿勢を示しつ
つ、共に成長することを基本とします。

助教　佐藤 みのり

「輪」を広げるために
　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広
報・会計の4つの部署からなり、学生の皆様から頂いた学生
会費を使用して、各サークルの予算管理、イベントの企画・運
営を行なっています。私が目指している学生会は、学生を大
学のみならず、学生と学生とをつなぐ架け橋のような組織で
あり、学生会メンバーを含めた学生の皆さんがより良い充実
した大学生活を送ることができるように日々活動をしてい
ます。
　今年度は、「学生それぞれの輪が広がる、より良い学生生
活」を目指して活動をしています。昨年度は新型コロナウイル
ス感染拡大の影響を受けて、対面授業もオンライン授業へ
とシフトチェンジし、サークル活動も自粛になり、大学内へ足
を運ぶということ自体が減り、大学の仲間と顔を合わせて何
かをするということができなくなってしまいました。それに伴
い昨年度には大学でのイベントを行うことができませんでし
た。特に現在の1・2年生に関しては大学に入学したものの同
級生が誰なのかということさえわからずに学生生活を送っ
ているという学生さんも少なくありません。そのようなこと
もあり、今年度は感染対策をしつつ少しでも学生さん同士の
交流を深めることができるようなイベントを数多く行おうと
いう方針で活動を行なっています。具体的には、サークルブー

スの設置、愛校作業、焼き芋・花火大会、クリスマス祝会、文
化交流イベント、フェアウェルパーティーの6つを予定してお
ります。この他にも新規団体を設立し、代表者会議や学生
総会、サークル面談を行い学生自身の声を聞き、学生会とし
てどのようなことを行なっていけば良いのか、そして学生会
の重要性について再認識しました。日陰になってしまった大
学生活に光が差し込み、日向にすることができるよう学生
会メンバー一丸となって尽力していきたいと思っています。
　終わりに、現在のこの状況下で、私たちがこのように活動
できているのは計り知れないほど多くの方々のご尽力あっ
てこそだと思います。まだまだ至らぬ点が多いかと思います
が、学生会を今後ともどうぞよろしくお願い致します。

学生会　会長　鈴木 拓夢（3年）

学生会

紅楓祭実行委員会より
　紅楓祭実行委員会についてご紹介します。私たちは、毎年
11月に行われる紅楓祭に向けて、イベントの企画・運営、駐車
場警備、会場設営、当日のゲストの方々との接遇、企業への
スポンサー依頼など紅楓祭運営に関わる活動全体を担って
います。
　昨年度は、新型コロナウイルスの影響により、紅楓祭を開
催することが出来ませんでした。今年度は、大幅に規模を縮
小、本学の学生にのみ公開、その上で感染防止対策を徹底し
て行った上で、開催します。各サークルやゼミナールが展示
やステージ発表などと通して、日々の活動成果を伝え、学生
の皆さまに笑顔を届けたいという思いで、日々活動をしてい
ます。
　今年度のテーマは『紅輝燦前』（こうきさんぜん）です。この
テーマには、「様々なことを制限されている中でも、前向きに
なり、そして輝いて欲しい」という強い意味が込められてい
ます。やりたいことを自由にできない状況下だからこそ、学生
一人ひとりに笑顔になって頂けるような、明るく楽しい気持ち
になれる紅楓祭にしていきたいと考えています。
そのために、今、紅楓祭実行委員全員が一丸となって様々な

企画を模索しています。さらに、安心してご参加いただける
ように、感染防止対策についての公示と体制も整えていま
す。例年とは異なった開催様式ではありますが、沢山の学生
に楽しんで頂けるように、そして多くの笑顔が生まれるよう
に、精一杯努力します。
　最後になりますが、この場をお借りして、学生、地域の
方々、企業の皆様、多くの方々にご支援いただいていること
に、心より感謝申し上げます。

紅楓祭実行委員会　委員長　日川 はづき（3年）

紅楓祭実行委員会
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い果物や野菜、美しい景色、適度に都会に近い距離。（夏は
ちょっと暑いけれど）この地で教鞭をとれること、本当に感
謝しております。
　私の専門は日本語教育ですが、言語とはとても奥深い
ものです。普段何気なく使っている日本語も、「外国語とし
ての日本語」として見ると、まったく違う側面が見えてきま
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え込んだり、様々です。山梨英和大学は日本の地方都市に
ありますが、教室では国際的・多角的・多様な発見に満ち
溢れています。

専任講師（特任）　三井 さや花

新任教員紹介

　私は大学と大学院修士課程
の計６年間を山梨英和で学
び、心理臨床活動や博士課程
における研究活動を経て、こ
の４月に赴任しました。今、
キャンパスの並木道を歩き、
虫に食まれた緑葉から差し込
む光が私の腕にレースの影を
つくるのを見つめながら、母
校で教えることの喜びをひしひしと実感しています。
　私の専門は発達精神病理学です。子どもの精神病理の
発現に関わるさまざまな要因を検討し、予防や介入に有用
な知見を獲得することを目指しています。特に、持続的に
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　新型コロナウイルスの蔓延により、私達を取り巻く世界
は大きく様変わりし、人々の生活や価値観もたいへんに揺
らいでいます。このような状況にあっても、学生たちがそれ
ぞれに学びを深め、豊かな未来を創造することに向かって
課題を解決する力を身に付けられるよう、役割を果たして
ゆく所存でございます。学生たちに対して、教員として、そ
して同窓の先輩として、私自身の取り組みの姿勢を示しつ
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助教　佐藤 みのり

「輪」を広げるために
　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広
報・会計の4つの部署からなり、学生の皆様から頂いた学生
会費を使用して、各サークルの予算管理、イベントの企画・運
営を行なっています。私が目指している学生会は、学生を大
学のみならず、学生と学生とをつなぐ架け橋のような組織で
あり、学生会メンバーを含めた学生の皆さんがより良い充実
した大学生活を送ることができるように日々活動をしてい
ます。
　今年度は、「学生それぞれの輪が広がる、より良い学生生
活」を目指して活動をしています。昨年度は新型コロナウイル
ス感染拡大の影響を受けて、対面授業もオンライン授業へ
とシフトチェンジし、サークル活動も自粛になり、大学内へ足
を運ぶということ自体が減り、大学の仲間と顔を合わせて何
かをするということができなくなってしまいました。それに伴
い昨年度には大学でのイベントを行うことができませんでし
た。特に現在の1・2年生に関しては大学に入学したものの同
級生が誰なのかということさえわからずに学生生活を送っ
ているという学生さんも少なくありません。そのようなこと
もあり、今年度は感染対策をしつつ少しでも学生さん同士の
交流を深めることができるようなイベントを数多く行おうと
いう方針で活動を行なっています。具体的には、サークルブー

スの設置、愛校作業、焼き芋・花火大会、クリスマス祝会、文
化交流イベント、フェアウェルパーティーの6つを予定してお
ります。この他にも新規団体を設立し、代表者会議や学生
総会、サークル面談を行い学生自身の声を聞き、学生会とし
てどのようなことを行なっていけば良いのか、そして学生会
の重要性について再認識しました。日陰になってしまった大
学生活に光が差し込み、日向にすることができるよう学生
会メンバー一丸となって尽力していきたいと思っています。
　終わりに、現在のこの状況下で、私たちがこのように活動
できているのは計り知れないほど多くの方々のご尽力あっ
てこそだと思います。まだまだ至らぬ点が多いかと思います
が、学生会を今後ともどうぞよろしくお願い致します。

学生会　会長　鈴木 拓夢（3年）

学生会

紅楓祭実行委員会より
　紅楓祭実行委員会についてご紹介します。私たちは、毎年
11月に行われる紅楓祭に向けて、イベントの企画・運営、駐車
場警備、会場設営、当日のゲストの方々との接遇、企業への
スポンサー依頼など紅楓祭運営に関わる活動全体を担って
います。
　昨年度は、新型コロナウイルスの影響により、紅楓祭を開
催することが出来ませんでした。今年度は、大幅に規模を縮
小、本学の学生にのみ公開、その上で感染防止対策を徹底し
て行った上で、開催します。各サークルやゼミナールが展示
やステージ発表などと通して、日々の活動成果を伝え、学生
の皆さまに笑顔を届けたいという思いで、日々活動をしてい
ます。
　今年度のテーマは『紅輝燦前』（こうきさんぜん）です。この
テーマには、「様々なことを制限されている中でも、前向きに
なり、そして輝いて欲しい」という強い意味が込められてい
ます。やりたいことを自由にできない状況下だからこそ、学生
一人ひとりに笑顔になって頂けるような、明るく楽しい気持ち
になれる紅楓祭にしていきたいと考えています。
そのために、今、紅楓祭実行委員全員が一丸となって様々な

企画を模索しています。さらに、安心してご参加いただける
ように、感染防止対策についての公示と体制も整えていま
す。例年とは異なった開催様式ではありますが、沢山の学生
に楽しんで頂けるように、そして多くの笑顔が生まれるよう
に、精一杯努力します。
　最後になりますが、この場をお借りして、学生、地域の
方々、企業の皆様、多くの方々にご支援いただいていること
に、心より感謝申し上げます。

紅楓祭実行委員会　委員長　日川 はづき（3年）

紅楓祭実行委員会
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山梨英和大学後援会事業報告

2021年度
山梨英和大学後援会事業計画

4月2日 山梨英和大学後援会１年生部会 
 →新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止
5月30日 山梨英和大学後援会理事会・総会
 →新型コロナウイルス感染症拡大及び緊急事態宣言

　延長のため中止
9月 会報「かけはし」第49号発行
9月26日 保護者懇談会
 →新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
10月31日 第19回紅楓祭（学園祭）に補助
～11月1日 →新型コロナウイルス感染症拡大防止のため学園祭

　中止
3月 売店運営費の補助、就職活動諸経費の協力、大学広報

活動への補助、山梨英和学院への寄付
3月16日 卒業記念品（校章入り名刺入れ）の贈呈

4月2日 山梨英和大学後援会１年生部会 
 →新型コロナウイルス感染状況を鑑み中止
5月29日 山梨英和大学後援会理事会・総会
 →新型コロナウイルス感染症拡大及び緊急事態宣言

　延長のため中止
9月 会報「かけはし」第50号発行
9月25日 保護者懇談会
 →新型コロナウイルス感染症拡大及び感染防止のため

　中止
11月6日～7日 第20回紅楓祭（学園祭）に補助
3月 売店運営費の補助、就職活動諸経費の協力、大学広報

活動への補助、山梨英和学院への寄付
3月18日 卒業記念品（校章入り名刺入れ）の贈呈

メイプルカレッジは、社会人向けの生涯学習講座です。
本学学生・保護者に気軽に受講して頂けるよう、学生
は受講料無料、保護者は受講料２割引となっています。
大学ならではのアカデミックな講座をぜひご受講くだ
さい。

後期開講講座のご紹介 （11月～開講講座）　※詳しくは、メイプルカレッジプログラムをご覧ください。

オンライン講座。
１回講座。
日　程 11/13（土）
時　間 10：00～11：30
受講料 1，000円。

※原則対面講座（オンライン受講も可）。
３回講座。
日　程 ①11/16(火) ②12/7(火)
　　　 ③12/21(火)
時　間 13：00～14：30
受講料 3，000円

講義と体験の講座。２回講座。
日　程 ①12/1(水)  本学
　　　 ②12/8(水)  五味醤油
時　間 10：30～12：00
受講料 2，000円
材料費 3，000円

日　程 12/3（金）
時　間 ①10：00～12：00
　　　 ②13：00～15：00
ご希望の時間で。１回講座。
受講料 1，000円
材料費 2，750円

山梨英和大学 メイプルカレッジ （附属図書館内）
TEL ： 055-223-6034　　メール ： extension@yamanashi-eiwa.ac.jp

メイプルカレッジプログラム →

講師/佐柳信男
本学教授

講師/渡辺信二
本学教授

講師/五味洋子
五味醤油㈱

講師/鶴田　悠
フルール夢工房

　コロナ禍における学生への支援の一環として、生理用品を
寄付していただきました。
　希望する本学の女子学生を対象に、先着順ですが保健室、
チャペルセンター、国際交流室等で無料配布を行っています。
　「嬉しい」「助かる」との声が寄せられ、配布をきっかけに
悩み相談に繋がったケースもありました。

山梨英和短期大学・大学同窓会から
学生支援として寄付をいただきました。
山梨英和短期大学・大学同窓会から
学生支援として寄付をいただきました。

山梨英和短期大学・
大学同窓会の皆様の
お心遣いに心より
感謝申し上げます。
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2020年度山梨英和大学後援会決算書

２０２１年度山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前 期 会 費 ＠10,000×519名
後 期 会 費 ＠10,000×509名
雑 収 入

＠10,000×578名

2021年5月18日付入金の2020年度後期会費2名、20,000円
（寄附金（山梨英和学院）については2021年度寄付で2名増額調整）

＠10,000×569名
(2021年5月1日現在普通預金金利0.001％）

合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

会報印刷代(209,440円）他

設備補助積立金会計へ繰入 
(前期会費納付者数@2,000×519名)

卒業記念品 (60個）

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×509名）

就職活動諸費協力金

かけはし学生イラスト謝礼（1名）

角2封筒、洋封筒

売店（コンビニ）運営費補助

紅楓祭（56.9万:@1,000×569名）、
保護者懇談会（案内・昼食20万）、
売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助(50万）、他

大学広報活動補助
弔慰金（学生保護者1名、保護者（配偶者）1名）

会報かけはし郵送代他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費

用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費

広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費

予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０２０年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）

科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前 年 度 繰 越 金

設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×519名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　 
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続   

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日

2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.2%）

(預金期間年利率0.06%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

2021年5月22日（満期日）（※）

※ 2020年5月1日現在預金期間年利率0.002%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2020年5月1日現在預金期間年利率0.002%（国税15.315%、地方税0%）

2021年5月21日（満期日）（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2021年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要
前年度繰越金

設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前期末未収入金額
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要

ハガキ用紙、角２封筒代（2,000枚）他

後援会会報印刷代(25万）、資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入
(前期会費納付者数@2,000×578名)

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問・就職強化費）

卒業記念品
 @2,300（税別）×141個

大学広報活動補助
会員・学生慶弔費

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×569名＋2名
（2020年度後期会費分）
かけはし学生執筆謝礼他

通知郵送代＠84×578名/返信＠64×578名）
後援会報郵送代(＠140×578名)他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

556,365 
5,240,000 
5,130,000 

17 
10,926,382 

2,163,537 
20,000 

5,780,000 
5,690,000 

17 
13,653,554 

556,365 
0 

5,240,000 
5,130,000 

17 
10,926,382 

1,607,172
20,000

540,000
560,000

0
2,727,172

12,713,389 
1,048,000 

0 
108 

13,761,497 

0 

0 

13,761,497 
13,761,497 

0

0

13,751,501 
13,751,501 

0

0

9,996
9,996

13,761,497 
8,029,497 

21,790,994 

13,751,501 
8,028,951 

21,780,452 

9,996
546

10,542

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,027,453 8,028,133 680 28,133 
2017年5月21日 2018年5月21日 8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

2019年5月21日 2020年5月21日

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

12,713,389 
1,038,000 

0 
112 

13,751,501 

10,000 
30,000 

100,000 

200,000 

250,000 

0 

1,048,000 

1,200,000 

1,400,000 

1,400,000 
50,000 

220,000 

4,104,000 

10,000 

100,000 
804,382 

10,926,382 

0 
10,956 

0 

73,248 

209,948 

0 

1,038,000 

300,000 

1,400,000 

1,400,000 
15,000 

151,690 

4,072,000 

2,000 

0 
2,163,537 

10,836,379 

10,000
19,044

100,000

126,752

40,052

0

10,000

900,000

0

0
35,000

68,310

32,000

8,000

100,000
△ 1,359,155

90,003

10,000 
30,000 

100,000 

200,000 

300,000 

0 

1,156,000 

1,270,000 

1,400,000 
1,400,000 

70,000 

357,000 

4,568,000 

10,000 
300,000 

2,482,554 
13,653,554 

10,000 
30,000 

100,000 

200,000 

250,000 

0 

1,048,000 

1,200,000 

1,400,000 
1,400,000 

50,000 

220,000 

4,104,000 

10,000 
100,000 
804,382 

10,926,382 

0
0
0

0

50,000

0

108,000

70,000

0
0

20,000

137,000

464,000

0
200,000

1,678,172
2,727,172

556,365 
5,190,000 
5,090,000 

14 
10,836,379 

0
50,000
40,000

3
90,003

0
10,000

0
△ 4

9,996

本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×578名)

(2021年5月1日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入の
ための定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続 

13,751,501 
1,156,000 

0 
109 

14,907,610 

0 

0 

14,907,610 
14,907,610 

0

0

13,761,497 
13,761,497 

0

0

1,146,113
1,146,113

12,713,389 
1,048,000 

0 
108 

13,761,497 

1,038,112
108,000

0
1

1,146,113

8,028,133 8,028,815 682 28,815 
2018年5月21日 2019年5月21日

※ 2021年5月7日現在預金期間年利率0.002%（国税15.315%、地方税0%）

8,027,453 8,028,133 680 28,133

201
202

9年5月21日 2020年5月21日 8,028,133 8,028,815 682 28,815 
0年5月21日 2021年5月21日 8,028,851 8,028,951 136 28,951

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2022年5月21日（満期日）見込額（※）
14,907,610 
8,029,078 

22,936,688 

13,761,497 
8,029,497 

21,790,994 

1,146,113
△ 419

1,145,694
※ 2021年5月7日現在預金期間年利率0.002%（国税15.315%、地方税0%）

0年5月21日 2021年5月21日 8,028,815 8,028,951 136 28,951 
2021年5月21日（満期日）見込額（※）

202
1年5月21日 2022年5月21日 8,028,951 8,029,078 127 29,078202
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画 ： 清宮  明日香さん（3年）


